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１ 甲は独自に創作した機能的な事務用椅子の形状に関する発明Ａについて，２０２５年１１月

１０日に特許出願Ｐをした。一方，乙は独自に創作した発明Ａと同じ発明に係る事務用椅子に

ついて，２０２５年９月１日に米国国内の乙の店舗のみにおいて販売を開始した。また，丙は

独自に創作した発明Ａと同じ発明について，２０２５年４月１日に特許出願Ｑをするとともに，

出願時に早期審査を申請した後に登録され，２０２５年１１月２０日に特許掲載公報が発行さ

れた。 
 
以上を前提として，問１～問４に答えなさい。 

 
問１ 

特許出願Ｐについて，乙の行為により，拒絶されないと考えられる場合は「○」を，拒絶され

ると考えられる場合は「×」を，選びなさい。 
問２ 

【理由群Ⅰ】の中から，問１において拒絶されない又は拒絶されると判断した理由として，最

も適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
 
【理由群Ⅰ】 
ア 乙の行為は販売行為であり，特許出願Ｐに係る発明は新規性を喪失しないため 
イ 乙の行為は外国の特定の場所のみにおける行為であり，特許出願Ｐに係る発明は新規性を喪

失しないため 
ウ 乙の行為により，特許出願Ｐに係る発明は新規性を喪失するため 
 
 
問３ 

特許出願Ｐについて，丙の行為により，拒絶されないと考えられる場合は「○」を，拒絶され

ると考えられる場合は「×」を，選びなさい。 
問４ 

【理由群Ⅱ】の中から，問３において拒絶されない又は拒絶されると判断した理由として，最

も適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
  

（はじめに） 

すべての問題文の条件設定において，特に断りのない限り，他に特殊な事情がないものとし

ます。また，各問題の選択枝における条件設定は独立したものと考え，同一問題内における他

の選択枝には影響しないものとします。 

特に日時の指定のない限り，2025年９月１日現在で施行されている法律等に基づいて解答し

なさい。 
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【理由群Ⅱ】 
ア 特許出願Ｐに対して，特許出願Ｑは拡大された先願の地位を有さないため 
イ 特許出願Ｐに対して，特許出願Ｑは先願の地位を有するため 
ウ 特許出願Ｑにより，特許出願Ｐに係る発明は新規性を喪失するため 
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２ 人気の漫画家甲が描いた漫画Ａの原画を，乙は甲から直接購入した。そのことを知った丙は

乙に，漫画Ａの原画を，丙が主催する漫画教室の壁に掛けて生徒に見せたいと申し入れ，乙の

同意を得た。丙は，発言１～２をしている。 
 
発言１ 「この漫画教室で，漫画Ａの原画を印刷した鑑賞用の豪華なカタログを，５００００円

で販売したいと思います。漫画Ａの原画を印刷するにあたっては，原画の所有者であ

る乙から許諾を得れば足り，甲の許諾を得る必要はありませんね。」 
発言２ 「この漫画教室は有料なので，漫画Ａの原画を壁に掛けて生徒に見せるためには，甲の

許諾を得る必要がありますね。」 
 
以上を前提として，問５～問８に答えなさい。 

 
問５ 

発言１について，適切と考えられる場合は「○」を，不適切と考えられる場合は「×」を，選

びなさい。 
問６ 

【理由群Ⅲ】の中から，問５において適切又は不適切と判断した理由として，最も適切と考え

られるものを１つ選びなさい。 
 
 
【理由群Ⅲ】 
ア 許諾を得なければ展示権の侵害となるため 
イ 許諾を得なければ複製権の侵害となるため 
ウ 著作権は生じているが，その権利が制限されるため 
 
 
問７ 

発言２について，適切と考えられる場合は「○」を，不適切と考えられる場合は「×」を，選

びなさい。 
問８ 

【理由群Ⅳ】の中から，問７において適切又は不適切と判断した理由として，最も適切と考え

られるものを１つ選びなさい。 
 
【理由群Ⅳ】 
ア 許諾を得なければ上演権の侵害となるため 
イ 許諾を得なければ貸与権の侵害となるため 
ウ 許諾を得なくても著作権の侵害とならないため 
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３ 問９～問２６に答えなさい。 
 
問９ 

自動車メーカーＸ社の知的財産部の部員は，特許協力条約（ＰＣＴ）に基づく国際出願をする

ことを検討している。ア～ウを比較して，部員の考えとして，最も不適切と考えられるものを１

つ選びなさい。 
 
ア 国際出願した後，所定の期間内に国際調査機関に対して国際調査を行うことを請求する必要

がある。 
イ 国際出願した後，原則として優先日から１８カ月経過後に国際公開が行われるが，国際公開

の時期を早めることもできる。 
ウ 国際出願した後，所定の期間内に指定国毎に国内移行手続を行うために，国際事務局に対し

て移行手続の請求を行う必要はない。 
 
問１０ 

鞄メーカーＸ社は，新商品である折り畳み可能なカードケースＡを販売しようとしている。ア

～ウを比較して，Ｘ社の意匠登録出願に関して，最も不適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア カードケースＡは，開いた形状及び折り畳んだ形状に特徴があり，開いた形状を表す図面と，

折り畳んだ形状を表す図面の両方を用いて，一の意匠登録出願をすることができる。 
イ カードケースＡは，留め具の部分に特徴があるが，留め具の部分について意匠登録出願をす

ることはできない。 
ウ カードケースＡについて，意匠登録出願をし，意匠登録を受けた場合に，発売時期を考慮し

て，登録料の納付と同時に，秘密請求をすることができる。 
 
問１１ 

生活用品メーカーＸ社では，スプーンの持ち手である柄ａについて特許権Ｐ，及び商品名ｂに

ついて指定商品をスプーンとする商標権Ｍを有している。ア～ウを比較して，最も不適切と考え

られるものを１つ選びなさい。ただし，スプーンとフォークは類似する商品とし，また，柄ａに

係る発明「柄」は，スプーン，フォーク及びナイフに使用可能である。 
 
ア Ｘ社と競合するＹ社が，柄ａを用いたフォークを製造販売する行為は，特許権Ｐの侵害とな

る。 
イ Ｘ社が，柄ａを用いたナイフを製造販売する行為は，特許権Ｐに係る特許発明の実施に該当

する。 
ウ Ｘ社が，スプーンとセットで使用するフォークに商品名ｂを付して製造販売する行為は，商

標権Ｍに係る登録商標の使用に該当する。 
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問１２ 

機械メーカーＸ社の冷却装置に関する特許出願Ｐについて，発明者甲が，知的財産部の部員乙

に出願審査請求について相談している。ア～ウを比較して，乙の発言として，最も適切と考えら

れるものを１つ選びなさい。 
 
ア 甲 「特許出願Ｐを早く権利化したいので，すぐに出願審査請求をしてください。」 

乙 「特許出願Ｐは出願から半年経過した状態で非公開なので，出願審査請求をすることは

できません。」 
イ 甲 「特許出願Ｐを早く権利化したいので，とりあえず出願審査請求し，問題があれば出願

審査請求をキャンセルしてください。」 
乙 「一度手続した出願審査請求を取り下げることはできないので，キャンセルはできませ

ん。」 
ウ 甲 「特許出願Ｐを早く権利化したいので，他の出願より早く審査をしてもらってくださ

い。」 
乙 「特許庁は公平に職務を遂行する義務があるので，他の出願より早く審査をしてもらう

ことはできません。」 
 
問１３ 

作曲家甲は１９９９年１１月１日に楽曲Ａを作曲し，２０００年１月１日のコンサートで楽曲

Ａを演奏した。その後，甲は２０２４年６月１日に死亡した。ア～ウを比較して，当該演奏の著

作隣接権が満了する年月日として，最も適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア ２０６９年１２月３１日 
イ ２０７０年１２月３１日 
ウ ２０９４年１２月３１日 
 
問１４ 

家電メーカーＸ社は，新商品として家庭用冷蔵庫を開発し，この新商品の商品名を検討してい

る。商品名として，営業部から名称Ａ，名称Ｂが提案された。ア～ウを比較して，Ｘ社の知的財

産部の部員の考えとして，最も不適切と考えられるものを１つ選びなさい。ただし，名称Ａと名

称Ｂは，類似するものとする。 
 
ア 名称Ｂについては，家庭用冷蔵庫に類似する商品である家庭用電子レンジも一の商標登録出

願の指定商品に含めて出願する。 
イ 名称Ａについて商標登録を受けるためには，出願前に名称Ａを使用していること又は少なく

とも使用意思を有することが必要である。 
ウ 名称Ａと名称Ｂとは類似するので，商標登録を受けるためには，同日に商標登録出願をしな

ければならない。  



 

３級 実技試験 7 

問１５ 

イチゴの品種Ａの育成者甲は，今月中に品種Ａについて種苗法に基づく品種登録出願をしよう

と考え，友人乙に相談した。ア～ウを比較して，乙の発言として，最も不適切と考えられるもの

を１つ選びなさい。 
 
ア 「品種Ａはこの分野の通常の知識を有する者であれば容易に育成することができるので，品

種登録を受けることはできません。」 
イ 「甲は半年前から品種Ａを日本国内で継続的に販売していますが，品種登録を受けることは

できます。」 
ウ 「品種Ａは公然知られた他の品種Ｂと特性の全部又は一部によって明確に区別することがで

きないので，品種登録を受けることはできません。」 
 
問１６ 

Ｘ社は，格子形状であるテニス用ネットについて意匠権Ｄを有している。ア～ウを比較して，

Ｘ社の意匠権Ｄを侵害しない行為として，最も適切と考えられるものを１つ選びなさい。ただし，

格子形状を形状Ａとし，形状Ａと形状Ｂは類似する形状であり，テニス用ネットと網戸は類似し

ない物品であるとする。 
 
ア Ｙ社が形状Ｂと同一形状のテニス用ネットを製造する行為 
イ Ｖ社が形状Ｂと同一形状のテニス用ネットを輸出する行為 
ウ Ｗ社が形状Ａと同一形状の網戸を販売する行為 
 
問１７ 

ア～ウを比較して，特許を受けることができる発明として，最も適切と考えられるものを１つ

選びなさい。 
 
ア スマートフォンのデータの記録方法 
イ ラグビーのフットワークの方法 
ウ クラウドサービスの定額制料金の支払方法 
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問１８ 

ア～ウを比較して，商標登録出願に関して，最も不適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア 商標登録出願に係る商標を「ウスターソース」とし，指定商品を「しょうゆ」として，商標

登録出願をした場合には，登録を受けることができない。 
イ 商標登録出願に係る商標を「正宗」とし，指定商品を「清酒」として，商標登録出願をした

場合には，登録を受けることができる。 
ウ 商標登録出願に係る商標を「洋菓子」とし，指定商品を「カステラ」として，商標登録出願

をした場合には，登録を受けることができない。 
 
問１９ 

Ｘ社は，中国にした特許出願Ｐに基づいてパリ条約上の優先権の主張をして，わが国に特許出

願Ｑをした。ところが，特許出願Ｑについて出願審査請求をする前に，特許出願Ｐが拒絶された。

ア～ウを比較して，Ｘ社の知的財産部の部員の考えとして，最も適切と考えられるものを１つ選

びなさい。 
 
ア 特許出願Ｐが拒絶された場合，そのことを理由として特許出願Ｑも当然に拒絶されるので，

出願審査請求をする必要はない。 
イ 特許出願Ｐが拒絶されると，優先権の主張は無効となり，特許出願Ｑのわが国における出願

日を基準として審査が行われる。したがって，新たな先行技術がないかどうかを含めてよく

検討した上で出願審査請求の要否を決めればよい。 
ウ 特許出願Ｐが拒絶されても，特許出願Ｑが当然に拒絶されるとは考えられない。したがって，

特許出願Ｐが拒絶された理由を十分に検討した上で出願審査請求の要否を決めればよい。 
 
問２０ 

甲と乙は，共同で作詞及び作曲を行い，音楽Ａを創作した。ア～ウを比較して，最も不適切と

考えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア 丙は，甲及び乙に無断で音楽Ａをインターネット上で無料でダウンロード可能としている。

甲及び乙は，丙に対して差止請求をするとともに，損害賠償請求をすることができる。 
イ 甲は丁から，音楽Ａを演奏することについて許諾を求められた。甲は，単独で丁に許諾をす

ることができる。 
ウ 戊が音楽Ａの歌詞の一部を変えて演奏及び歌っている動画が話題となっている。甲及び乙は，

戊に対して名誉回復等の措置の請求をすることができる場合がある。 
 
  



 

３級 実技試験 9 

問２１ 

医療機器メーカーＸ社の知的財産部の部員は，Ｘ社が有している特許権Ｐについて他社製品の

調査を行った。その結果，競合メーカーＹ社が製造販売する製品Ａが，Ｘ社の特許権Ｐを侵害し

ている可能性が高いことを発見した。ア～ウを比較して，Ｘ社の部員の考えとして，最も不適切

と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア 特許権Ｐが無効にされるとＹ社に権利行使できなくなるので，特許情報プラットフォーム

（J-PlatPat）等を使って調査を行い，特許権Ｐに無効理由がないことを確認する。 
イ Ｙ社は特許権Ｐの存在を知らない可能性があり，侵害行為を止めさせるために，Ｙ社に対し

て警告書を送付する。 
ウ 特許権Ｐの侵害を警告されたＹ社は，製品Ａが特許権Ｐに係る特許発明の技術的範囲に属し

ていないことを確認するために，特許庁に判定を請求することができるが，特許権者である

Ｘ社は，判定を請求することはできない。 
 
問２２ 

総合電機メーカーＸ社の技術者甲は，業務の一環として新しい画像処理技術である発明Ａを創

作した。甲は発明ＡをＸ社へ届出をし，Ｘ社は発明Ａを特許出願した。Ｘ社には職務発明に関す

る規程があり，「従業者が職務上行った発明に係る特許を受ける権利は，その発生時点から会社

に帰属する」と定められている。ア～ウを比較して，最も適切と考えられるものを１つ選びなさ

い。 
 
ア Ｘ社が特許を受ける権利を有するので，甲は発明者になり得ない。 
イ Ｘ社から職務発明の対価として，甲は相当の経済上の利益を受けることができる。 
ウ Ｘ社は特許を受ける権利を有し，甲は発明Ａについて法定通常実施権を有する。 
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問２３ 

出版社Ｘ社の営業部の部員甲と法務部の部員乙が，著作者について会話をしている。ア～ウを

比較して，最も適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア 甲 「わが社の総務部の部員丙が趣味で撮影した写真が素晴らしいので，わが社のポスター

に使用したいと思います。この場合，写真の著作者は誰になりますか。」 
乙 「わが社の社員が作成したものであれば職務著作が成立するので，わが社と丙が著作者

となります。」 
イ 甲 「わが社のキャラクターを作ることになり，デザイン会社Ｙ社にキャラクターデザイン

の制作を依頼しました。Ｙ社からキャラクター案が届き，社内で検討の後に採用とな

りました。このキャラクター案に描かれているキャラクターの絵柄の著作者は誰にな

りますか。」 
乙 「キャラクターデザインの制作を依頼し，このキャラクターを今後使用することになる

わが社が，著作者となります。」 
ウ 甲 「わが社が出版する小説が今度，映画化されることになりました。この場合，映画の著

作物の著作者は誰になりますか。」 
乙 「その映画のプロデューサー，映画監督等，すなわちその映画の全体的形成に創作的に

寄与した者が著作者になります。」 
 
問２４ 

オンラインでの食品等の販売事業を計画しているＸ社では，自社の商品販売用サイトを，自社

で作成するか又はウェブサイト制作会社のＹ社に作成を依頼するかについて検討している。ア～

ウを比較して，Ｘ社の従業員の考えとして，最も不適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア Ｙ社と著作者人格権と著作権の譲渡について合意した上で，商品販売用サイトの作成の業務

を委託すれば，わが社の従業員は商品販売用サイトにおける商品の説明文を自由に変更する

ことができる。 
イ 商品販売用サイトに係る著作権をわが社に移転することを合意してＹ社に商品販売用サイト

の作成を依頼した場合でも，商品販売用サイトの著作者はＹ社になるから，わが社の従業員

が商品販売用サイトにおける商品の説明文を自由に変更するためには，著作者人格権に関す

る合意も必要となる。 
ウ ウェブサイトの作成の技術を有するわが社の従業員が職務として商品販売用サイトを作成す

れば，その商品販売用サイトの著作者はわが社になるから，わが社の他の従業員は商品販売

用サイトにおける商品の説明文を自由に変更することができる。 
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問２５ 

会計ソフトウェアを開発するＸ社は，新しく開発したプログラムについて，著作権の登録制度

を利用することを検討している。ア～ウを比較して，Ｘ社の法務部の部員の考えとして，最も適

切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア 創作年月日の登録を行うことにより，その登録の日に創作があったものと推定される。 
イ 著作権の登録を受けることにより，第三者の著作権侵害に対して損害賠償請求をする場合に，

損害額の推定規定の適用を受けることができる。 
ウ 著作権の登録を受けることにより，その登録の日に著作権が発生したものとみなされる。 
 
問２６ 

ア～ウを比較して，意匠法上の保護対象として，最も不適切と考えられるものを１つ選びなさ

い。 
 
ア 鼻緒 
イ 糸 
ウ 片栗粉 
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４ 問２７に答えなさい。 
 
問２７ 

日本を代表する大手自動車メーカーＸ社は，自動運転装置に関する発明について，請求項の数

を８とする特許出願Ｐについて，２０２６年１月２０日に出願し，その後，出願審査請求するこ

とについて検討している。この場合，出願審査請求のためにＸ社が必要な費用は何円か，記入例

に従って算用数字で記入しなさい。 
 記入例 ５００００円の場合は，左詰めで「５００００」と記入 
 
 

特許法第１９５条関係別表及び特許法等関係手数料令より抜粋 

 

納付しなければならない者 金額 

特許出願をする者     １件につき１４０００円 

出願審査の請求をする者  １件につき１３８０００円に１請求項につき４０００円を加えた額 
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５ 次の会話は，Ｘ社の知的財産部の部員甲と乙が，Ｙ社から受けた商標権の侵害の警告書への

Ｘ社の今後の対応について，検討しているものである。問２８～問３０に答えなさい。 
 
乙 「警告書はどのような内容でしたか。」 
甲 「製品の製造販売の中止を求める内容でした。したがって，差止請求を免れることができる

かどうかを検討する必要があります。」 
乙 「具体的には，どういうことですか。」 
甲 「例えば，商標登録が，商標法第４条第１項第１１号に違反して登録された場合には，商標

登録の １ 審判を請求する措置をとることができます。」 
乙 「誰が １ 審判を請求できますか。」 
甲 「 ２ 請求することができます。」 
乙 「いつでも １ 審判を請求できますか。」 
甲 「商標権の設定登録日から ３ を経過すると請求できなくなる場合もあるので注意する必

要があります。」 
 
 
【語群Ⅴ】 
ア １年 
イ 出願人に限り 
ウ 取消 
エ ５年 
オ 何人でも 
カ 無効 
キ １０年 
ク 利害関係人に限り 
 
 
問２８ 

【語群Ⅴ】の中から空欄 １ に入る語句として最も適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
問２９ 

【語群Ⅴ】の中から空欄 ２ に入る語句として最も適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
問３０ 

【語群Ⅴ】の中から空欄 ３ に入る語句として最も適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
 
 



【３級実技】
番号 正解
問１ ×
問２ ウ
問３ ×
問４ イ
問５ ×
問６ イ
問７ ×
問８ ウ
問９ ア
問１０ イ
問１１ ウ
問１２ イ
問１３ イ
問１４ ウ
問１５ ア
問１６ ウ
問１７ ア
問１８ イ
問１９ ウ
問２０ イ
問２１ ウ
問２２ イ
問２３ ウ
問２４ ア
問２５ ア
問２６ ウ
問２７  170000
問２８ カ
問２９ ク
問３０ エ




